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エルムパーク・リタイアメント・ビレッジの方々との交流を終えました。 
今年度の国際交流(６回)が全て終了しました。 

令和７年が始まり、早くも２月を迎えました。先日、１月３１日に、「エルムパーク・
リタイアメント・ビレッジ」の方々との交流を行いました。今年度、年間６回の国際
交流を振り返ると、第１回「ワンダーランド幼稚園」、第２回「オルランド子どもの家」、
第３回「JICA 隊員の方との交流」、第４回グリーンサイド・プライマリースクール」、
第５回「ラッドフォード・ハウススクール」、第６回「エルムパーク・リタイアメント・ビレ
ッジ」となります。 

幼稚園児との交流から始まり、長い交流を続けて
いる孤児院や公立や私立の小中学生との交流の最
後は、高齢者の方々との交流です。在外教育施設で、現地のお年寄りとの国際交
流の機会をもっていることは大変貴重で珍しいことです。 
現地の老後施設と英語による国際交流を行うことは、子どもたちにとっても高齢

者にとっても大きな意義と価値があることを改めて実感しました。子どもたちは、い
つもの教室を離れた場所で英語を使うことで、今まで学んできた語学力を自然に
伸ばす機会を得ました。折り紙や手遊びの説明に苦戦しながらもあきらめずに取り
組んでいました。また、異文化や世代の異なる人々との交流を通じて、相手を理解

し、共感する力が育まれ、多様性を尊重する姿勢が身につくと感じました。実際に、事後の感想には、大変さと
同時に達成感が得られた子供たち多かったことが見て取れます。 
また、高齢者の方々にとっても若い世代との交流は新たな刺激となった様子がありました。満面の笑顔でお

礼を言われた子供たちは、笑顔のお返しで、全員がニッコリ笑顔でした。生活に活気や喜びをもたらします。英
語での説明の挑戦や日本の文化を伝えることを通じて、子供たちは、自己肯定感が高まり、社会とのつながりを
実感するきっかけとなったと考えます子どもたちと高齢者が互いに学び合い、多世代交流が生む相乗効果は、
単なる英語を使う実践にとどまらず、心の成長や豊かな人間関係を築く力を養えたと実感しました。 
たくさんの方々に、「来年度もまた来てね！」と言われた子供たちの嬉しそうな笑顔や握手を思い描き、来年

度の国際交流計画が既に始まっています。 
最終ページに、子供たちの振り返りを掲載いたします。 

 
星 

     笑顔があふれ、しあわせを感じられる学校 

学 校 便 り 

令和７年２月号 

ヨハネスブルグ日本人学校 

    

学校だより ４月号 
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卒業シーズンが、目の前となりました！ 今年も原稿依頼が。 
 この時期になると、かつて在籍していた学校から、「卒業アルバム」に掲載する原稿依頼が続々と 
届きます。私自身は、最後に所属していた学校を退職してから、既に数年が経ち、今では、少し寂し 
さを感じるものの 1校からの依頼のみとなりました。原稿は、日本で学ぶ子供たちにあてたものですが、 
思いは、目の前の子供たちに対しても、変わらないものがあります。 
 校長室前の掲示板にはり、子供たちにも読んでほしいと思います。僭越ですが、ご一読頂けました 
ら、幸いです。 



 

 

 

 

 



 


